
米国特許商標庁、審判請求の早期審理施行プログラムを開始 

2020年7月1日、米国特許商標庁（USPTO）は、特許審判部（PTAB）への査定系審判請求において早期審理の申請を受け付けると発表。 

本試行プログラムは、申請が許可された日から6か月以内の決定を目標とする（現在の平均審理期間は約14か月）。 

以下、早期審理施行プログラム（Fast-Track Appeals Pilot Program）の概要を説明する。 

１．背景 

２．概要 
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◆期間 

・2020年7月2日から開始。試行期間は1年間。 

・USPTOは、本プログラムの利用状況に応じて2021年7月2日以降のプログラム延長を決定することができる。 

◆件数 

・申請件数の上限は「500件/ 年」、「125件/3か月」。申請順に受け付け。 

・受付件数は、www.uspto.gov/PTABFastTrack で確認できる（2020/7/17時点で10件）。 
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